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不用品として出された中から『掘
り出し物』を集めた抽選会。アンケ
ートに答えて抽選券をもらおう！
①アンケート配布所（Ａ）でアンケー
ト用紙をもらう＊１人１回限り
②アンケートを記入したら、抽選券

配布所（Ｂ）に提出し、抽選券（１人
３枚）をもらう（抽選券は、午前と午
後のどちらに何枚使っても自由）
③抽選券に希望の品物番号を記入
し、抽選用掲示板（Ｃ）にはる
④抽選会はステージで

陶器など小物雑貨類を無料配布します。
①整理券配布所（Ｄ）で整理券（１人１枚）をもらう
②整理券に指定された時間に、整理券の番号順に、
リサイクル品配布所入り口（Ｅ）に並ぶ
③配布所で希望のリサイクル品を１人１点選ぶ

●ふうせん紙芝居
１０：３０～、１３：００～（予定）
女性ユニット『そら☆えすプ

リ～も』による紙芝居とバルー
ンアートの共演。

●ペットボトルの
フタはずし選手権

●リサイクルファッションショー １２：２０～
古布を再利用して制作したマイバッグを使っ

てのファッションショー。

10月10日（土）9:00～14:00 
韮山時代劇場ひだまり広場 

リサイクル祭り in 伊豆の国 リサイクル祭り in 伊豆の国 

＊天候、進行状況等により内容･時間の変更あり。 
問合せ　クリーン課　電話０５５‐９４９‐６８０５ 

　リサイクルについて考えるイベント盛りだ
くさん。司会にカズ＆アイが登場。飲食コー
ナーには、フランクフルト、みそおでん、カ
レーライス、いなり寿司など多数。ミニＳＬ
の乗車体験もあるよ！ 

カズ＆アイ カズ＆アイ 

　リサイクルについて考えるイベント盛りだ
くさん。司会にカズ＆アイが登場。飲食コー
ナーには、フランクフルト、みそおでん、焼
きそば、いなり寿司など多数。ミニＳＬの乗
車体験もあるよ！ 

　リサイクルについて考えるイベント盛りだ
くさん。司会にカズ＆アイが登場。飲食コー
ナーには、フランクフルト、みそおでん、焼
きそば、いなり寿司など多数。ミニＳＬの乗
車体験もあるよ！ 

ペットボトルは３０本。
さあ、何秒で全部のフタ
をはずせるかな？
参加者募集中です。２

人１組みで参加を！参加
賞あり。優勝者には豪華
リサイクル品と
ジュース１ケース。

ミニＳＬ乗車体験 
　　　抽選会用 
リサイクル品の展示 

無地のコットンに
絵を描いてオリジ
ナルマイバックを
作ろう！参加無料。

とぎ汁発酵液の作り方や活用
方法を紹介。とぎ汁発酵液を
先着５０人にプレゼント。

帰着式（8/4）

遠藤更菜
えんどう さら な

（長岡中１年）少年の船に参加して、友
達もたくさんでき、楽しい７日間を過ごせました。
特に心に残ったのは「ぜるぶの丘」です。
栗田
く り た

すず（長岡中１年）１日１日すぎていくうち
に友達が増え、上下関係なく仲良くなれました。
もっと一緒にいたいと思える楽しい研修でした。
青木里央
あお き り お

（長岡中１年）家族と離れ、普段は経験
できないいろいろな体験ができた、この１週間を
私は一生忘れません。
内田海生
うち だ かいせい

（韮山中２年）１人では大変でつまらな
いようなことでも、皆で協力すれば、どんなこと
でも楽しくなるということがわかりました。
鈴木崇敏
すず き たかとし

（韮山中２年）今まで人に頼っていたこ
とも自分から進んで行わなければいけない。集団
生活の中で、他人と協力する大切さを学びました。
中島沙耶
なかじま さ や

（長岡中１年）仲間と協力して生活する
大変さ、絆

きずな

を深め合う大切さを学びました。ふだ
んの生活や学校でいかせるようにしたいです。
阿部信一郎
あ べ しんいちろう

（韮山中１年）旭山動物園が気に入り
ました。自分の事ばかりでなく常に周りの皆の事
も考える、その事が自分の中で育ったと思います。
吉澤春香
よしざわはる か

（韮山中１年）最初はとても不安でした。
でもバスに乗る時にすぐ後の子が「よろしくね」
と声をかけてくれ、すぐに仲良しになれました。

小針広幸
こ ばり ひろゆき

（韮山中１年）事前研修の時はうちとけ
ることができなかったけど、本研修の時は昔から
の友達のように親しくなれました。
斉藤哲也
さいとう てつ や

（韮山中２年）最初は見知らぬ中学の人
だったのが、最後は最高の友達にかわりました。
少年の船に参加してよかったと思いました。
佐藤彰太
さ とう しょう た

（韮山中１年）この研修でぼくは、１人
でも勝手な行動をとるとみんなに迷惑がかかるこ
と、集団行動の大切さがわかりました。
大土井寛子
おお ど い ひろ こ

（大仁中１年）最後のバスで皆が泣い
ているのを見て胸がすごくズキズキして、もっと
この仲間といっしょにいたいと心から思いました。
木下真優
きのした ま ゆ

（大仁中１年）『自分で仕事をみつけ班の
人と協力する』、このみんなで決めた班のテーマの
もと、楽しみながらがんばることができました。
木下隼弥
きのした とし や

（韮山中１年）グループワークは、最初
めんどくさいと思っていましたが、１つ１つやる
ごとにだんだん楽しくなっていきました。
牧野啓子
まき の けい こ

（長岡中１年）わたしが特に印象に残っ
たことはグループワークです。毎晩班の全員が集
まって、キズナを深めることができました。
皆川千咲
みながわ ち さき

（研修生リーダー）始めはただただ必死
でした。バスレクで大きな声で歌ってくれた、元
気で素直でかわいい研修生達に本当に感謝です。

帰
着
し
た
十
六
人
の
声

（
感
想
文
よ
り
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粋
・
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約
）

７月２９日、東部４市３町から集まった中学生２０１人と
研修生リーダー７人、指導員５５人は船で北海道へ。航海
体験や洋上研修、北の大地での６泊７日研修を通して『仲
間づくり』に励みました。雄大な自然に触れた夏。初めて
出会う仲間とのグループワーク。
伊豆の国市から参加した研修生１５人と研修生リーダー

１人は、何を得たのでしょう。帰着式を終えた心境は？

望岳台ハイキング（7/31）

旭山動物園（8/1）

ハイジ牧場（8/2）

開拓の村（8/3）

問合せ　社会教育課　電話０５５‐９４８‐１４６１




